




１回のアート活動のお手伝いをしていましたが、
当時はお手伝いという感じで、本格的に施設で
芸術活動に関わったのは、ひのたに園が初めて
です。その後、社会福祉法人虹の会や八日市養
護学校から声をかけていただいて、そちらでも
陶芸活動をしています。

私の役割は安心して来られる
場所づくり

―福祉施設等で陶芸活動をするにあたって、
　　大切にされていることはありますか？
　みなさん一人ひとり、自分の思いを持ってい
ると思っています。私が口を出して作らせるの
ではなく、「ちょっとこうしてみたい」と希望が
あれば準備やお手伝いするくらいです。
　芸術は強制されてするものではないから。基
本は楽しい、学びたいという気持ちですしね。自
分は好きで選んで芸術家をやっているのに、人
に何か強制するのはおかしいなと思うんです。
だから、「陶芸をやりたかったらやってくださ
い。やりたくなかったら自由に過ごしてくださ
い」ぐらいの感じで活動しています。
　活動の中で「こうせなあかん」と言ってしまっ
たら、もう来てくれないかなと、その恐怖感も

ありますね。「もう嫌や」と言われたら敵わない
というか、楽しく来てもらえる場所づくりは意
識していますね。
　特にひのたに園での活動は、「もっと仕事に
なった方がいいのかな」「活動に参加する人が自
立できる手伝いもした方がいいのかな」と、い
ろいろ考えましたが、活動を通して交流を重ね
ていくにつれてそれは私の考えることではない
なと思うようになりました。私のここでの役割
は安心して来られる場所づくりで、何か作ろう
かなと思える雰囲気づくり。やりたいと思うこ
とや好きという気持ちが原動力になると思うの
で、そこを邪魔しないということをやはり1番に
思っておかないといけないなと思っています。

まったくわからない状況から
始まった施設での陶芸活動

―ひのたに園で活動を始めた当初は思い悩
　　むこともあったそうですね。
　どうしていいか、まったくわからないという
感じでした。私は何もせず、道具を用意して、場
所を提供したら、みなさん作りあげてくれるん
じゃないかと。手探り状態で普段開催している
陶芸教室の要領で手びねりやたたら作りの説明

中田さんのアトリエと作品

ひのたに園での陶芸活動 アトリエ・セラミカの様子
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をしました。活動初期は参加者が形を作って乾
燥させた作品に私が釉薬などを掛けて、焼いて
いたんですよ。すると制作中はとても素敵な造
形だったのに、焼きあがった作品は魅力が減っ
てしまうように感じました。何が問題だろうと
考えたんです。私が本人さんの考えや持ってい
るものを潰している感じがしました。私の考え
た釉薬だから、私の造形に合う釉薬で、利用者
さんたちの造形に合う釉薬や焼き、仕上がりに
なっていないなと。たまたま相談した材料屋で
筆で塗れる釉薬を教えていただいて、釉薬付け
まで本人さんにしてもらう今の活動の形になり
ました。
　本来、釉薬を付けるとなるとバケツを用意し
て、作品を浸けてと作業的には難しいものなの
ですが、筆で塗れる釉薬なら、椅子に座って、好
きな色を選んで、絵の具みたいな感じで塗れる
からできるのではないかと思って。それを試し
てみたら雰囲気がガラッと変わって「これや」と
いう感じでした。

折れてもいい、痛そうでもい
い、そこがこの作品の肝になる

―活動をするにあたって気を付けているこ
　　とはありますか？
　活動をしていると、誘導になりがちなところ
もあるので、どうしようと思うときはあります
ね。救護施設や障害者施設、養護学校での活動
では障害等の事情があって自分で情報を取っ
てくるということが難しい方が多い。私がコー
ディネーター的な役割で、持っている情報を提
供して、本人さんに選択してもらえたらなと思っ
ています。でも、それが誘導になるのか、アドバ
イスになるのかという、微妙なところではあり

ますね。情報をどこまで何を提供するか、どう
したら誘導ではなくアドバイスになるかという
ことは常々考えています。
　どうしても陶芸だと「ここが折れそうだから、
直そう」「ここ痛そうだから、ちょっと押さえて
直そう」と、手直しをしがちですが、それでは自
由な作品作りでなくなってしまう気がしまし
た。どう助言していいものか悩んでいた時に、
視覚障害のある方の芸術活動を支援されてい
る方から「芸術と工芸は違いますよ」と助言を
いただきました。そのときに、折れてもいい、痛
そうでもいいんだと、そこがきっとこの作品の
肝になる、と。そこからは折れそうだから、痛そ
うだからといった理由で直すことはやめておこ
うと思うようになりました。
　そんな中でもまた変化があって、去年の２月
にアトリエ・セラミカの活動の一環でギャラ
リーを借りて作品の販売会も兼ねた展覧会を開
催したのです。展覧会を開催するにあたってお
客さんが手に取った時に痛そうな部分がある作
品や、壊れやすく売りづらい作品には、売れるよ
うに調整する意味も込めて少し助言しました。

ひのたに園　動-Dou-展（2022.2月）看板
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以降は売る場合や使う時を想定して「ここが欠
けそう、痛そうやから、ちょっと押さえときま
せんか」と活動の中でお伝えするようになりま
した。そこで本人さんが納得して直されること
もありますし、「いや、ここはこのままで」と言
われたらそのままにしています。

教育と福祉と芸術を繫いでい
きたい

―今後の展望について教えてください。
　私はいったいどこに向かっているのだろうと
いう感じですよね（笑）。
　美術や芸術の敷居を下げたいという意識は
ずっとあります。右肩上がりの経済成長をして
きた日本の中で芸術はすごく崇高なものになっ
てしまったので、もう少し敷居を下げていきた
いです。
　ひのたに園の活動でも、これからはご近所と
か一般の方の陶芸教室と一緒にできたら面白い
ですよね。もっと社会との関わりを増やしてい
くきっかけを作っていきたいです。
　他にも竜王町にあるひだまり学舎というとこ
ろで、月に１回「つちっこ」という子どもたちの
居場所づくりの活動をしています。県内で出前

授業をしていた中で、教室に入れない子や、不
登校の子がいる現状を目の当たりにして、この
状況に疑問を感じていたんです。そんな時に竜
王町教育委員会のスクールソーシャルワーカー
の方と出会って、「自分たちでやってみるか」と
去年から始めました。そこでの陶芸活動では、
ひだまり学舎の庭に穴を掘って粘土を取って、
作って、2～3か月後にそれを野焼きで焼くとい
う方法を取りました。それが結構楽しいです。

「みんな土を掘っているから、土を掘らなあか
ん」というわけではなく、「帰りたい、帰ろう」と
なってもいいんですよ。遊びの中で何か学びが
あったらいいかなと思っています。
　ただ、学校に行きにくい子は集団が苦手なこ
ともあるので、たくさん人を集められない。こ
こが矛盾するところで、いっぱい人を集めて、参
加費で運営するというのは難しい。
　いろいろ問題が山積みですけど、それを続け
ていくことで教育と福祉と芸術を上手に繫いで
いけたらと思っています。繫げて社会に還元し、
応援してもらえるようにこのまま続けていけた
ら、ありがたいですね。
　それとは別に、自分の作家活動もやはりきち
んとしていかないとね。「あの人、誰？何？」と
言われたら元も子もないので、やはりアーティ
ストとしてもちゃんとしていかないと。だから、
体が幾つあっても足りないです（笑）。

中田美穂（なかた・みほ）
陶芸家。美術短大の版画科修了後、滋賀県窯業技術試験場デザ
イン科、小物ろくろ科修了。信楽の製陶所に勤務した後、27歳
で独立、窯を持つ。1998年から韓国へ陶芸の旅に行き、そこで
出会った仲間と今も交流を持ち続ける。年間2～3回の展覧会
や、受注製作をしながら、あちこちで講師業をする日々。

つちっこでの野焼きの様子
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「このままでええんか、
  福祉とかいいんちゃうか？」

―福祉業界で働くようになったきっかけを
　　教えてください。
　生まれは大阪ですが、滋賀県に小学生低学年
のときに父親の仕事の都合で引っ越してきまし
た。実は大津育ちなんです。高校を卒業してか
らはパチプロになりたくて東京で1年間パチス
ロ生活をしていました。その後、19歳で滋賀県

に戻ってきて工場に勤めましたが、医療従事者
の父親に「このままでええんか、福祉とかいい
んちゃうか？」と言われて、25歳のときに大阪
の専門学校に入ったのが福祉の道に進んだきっ
かけです。

―専門学校卒業後はどうされて
　　いたんですか？
　通っていた専門学校で障害福祉論を教えてい
た恩師の先生が障害者のグループホームの施設
長をされていたので、そこでアルバイトをして
いました。恩師の先生には「障害福祉分野で働
いたらどうか」と言ってもらったのですが、進
路担当の先生に「将来の事を考えて、高齢分野
に進め」と言われたこともあり、卒業後は大阪
の特別養護老人ホームで修行をしようと思って
勤めました。でも「なんか違うなあ」と思ってい
て、そんなジレンマや色々なプレッシャーから
か「鬱病、社会不安障害、パニック障害」を発症
し、１年半ぐらい引きこもっていました。そん
な時に恩師の先生が「リハビリがてら、週1回
でもいいから」とご自身の転職先の施設に誘っ

大津市内にあるNPO法人IL逢坂福祉会で理事
長をされている富田賢二さん。
滋賀県で働くきっかけや、法人を立ち上げたとき
の思い、そして今後の展望についてお聞きしまし
た。

（2024年1月19日 IL逢坂福祉会 生活介護事業
所IL Gardenにて）

 インタビュー
　 富田賢二さん

駐車場に設置された木のぬくもりを感じるIL逢坂福祉会の看板
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てくれました。そこは成人の障害者の入所施設
で、生活支援員として最初は2～3時間から始
めて、だんだん８時間働けるようになり、週1回
から2回、3回と増やしていって、半年ぐらいそ
んな働き方をさせてもらって正規職員になりま
した。

―滋賀県で働こうと思ったのは
　　なぜですか？
　妹が末期がんになり、看取りで滋賀県の病院
に入院していたとき、妹が当時働いていた大津
のNPO法人の代表に会いたいというので、病
室まで来ていただき妹と話してもらうことがで
きました。それがきっかけで、代表から「富田く
ん、もう滋賀に帰っておいで」「やりたいことが
あるなら協力する、独立せえへんか」と熱心に声
をかけてもらっていました。その頃、働いていた
法人で色々あって退職することになり、次の就
職先は運送会社に決まっていたのですが、入職
寸前で「やっぱり福祉がしたいな」と思い始め、
代表に相談の電話をしたら「来月からでもいい
から、こっちに帰っておいで」と言ってもらい
ました。その時に「もう帰ろう、大阪にいる意味
はない」と思い、自分の生まれた場所ではない

ですが「自分が育った大津で何かできたら」と
滋賀県に帰ってきて、その代表がいるNPO法
人に勤めることになりました。

「うちの子、
行き場所ないんやわ」

―IL逢坂福祉会を立ち上げるまでについて
　　教えてください。
　働くことになったNPO法人は大津の中でも重度
の方を受け入れているところでした。保護者の方と
話す中で「卒業後が心配やねん」「うちの子、行き場
所ないんやわ」という話を聞いて「これは作らなあ
かん」と思いました。また、当時の大津市長が「生活
介護事業所が足りない」というテーマでシンポジウ
ムをされていて、それぐらい足りていないというこ
とも知りました。すべてをカバーすることはできな
いですが、自分の知っている人や、その家族のため
に生活介護事業所を作ろうと思ったのが立ち上げ
るきっかけです。そして、法人の名前は専門学校の
時にお世話になった恩師の先生が、アメリカで起き
たIL運動について「当事者が発信したことで世界が
動き出した。そこに福祉の根源が詰まっている」と
いう話をしていて、その考え方にすごく感銘を受け
て「IL」という名前は絶対に使おうと思っていまし
た。法人を立ち上げた当初は逢坂福祉会という名前
にしていたんですが、やっぱり「IL」を入れたいなと
思ってIL逢坂福祉会という名前になりました。

―建物がログハウスで雰囲気がとても素敵
　　ですが、ここを選んだ理由はありますか？
　いっぱい物件を見ていたのですが、どれもなんか
違うと思っていたんです。「うちの子、行き場所ない
んやわ」と話していた保護者の方とも一緒に物件を
探したりしていました。そんな中、この物件が売り
に出された瞬間に保護者の方から連絡を頂き、「こ

ログハウス内には利用者と職員の皆さんが
作った作品が飾られている
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こだ！」と感じてすぐに電話をしました。そして、
内見に行き「もう買います」と言って決まりました。
そこからは「あの子が利用できるように」と1人の
子を思い浮かべながら1年かけて、車椅子が使える
ようにスロープを付けたり、トイレも手狭だったの
で壁を抜いて新しく身体障害者対応のトイレを増
設しました。開所する時は利用者が集まらなくて
も、それこそ思い浮かべていた1人の子だけでも別
にいいやと思っていたぐらいなのですが、いざ蓋を
開けてみたら5人の方が来てくださったんです。そ
れからは近くの養護学校に通っている重度の知的
障害のある人はここを進路先に選んでくださって
います。重度の知的障害のある人の行き場所の1つ
として、ここは存在意義があるのかなと思っていま
す。

不自然でも良いから
「仕事をしている」という形を
大事にしたい

―IL Gardenの活動内容を
　　教えてください。
　開所当初から給与をお支払いしています。午前

中は作業をしてもらっていて、作業内容としては重
度の方なので空き缶つぶしやシュレッダーをかけ
るといったものです。空き缶は保護者の方が持って
きてくれたり、シュレッダー作業は付き合いのある
会社さんから仕事をいただいていますが、ご厚意で
他に紙折りのような作業をいただくこともありま
す。前は清掃業もやっていましたが、なかなか難し
いので今はストップしています。

―利用者の方が過ごされている中で、こだ
　　わっていることや大切にされていること
　　はありますか？ 
　生活介護事業は利用者に給料を渡さなくても良
いのですが、僕としては「お世話をしてもらうだけ」
のような場所はちょっと違うかなと思っています。
不自然でも良いので「仕事をしに行っている」とい
うことにしたくて、１日３０円ですが給料をお支払
いしています。ここを利用している人の大半は、お
給料が入った封筒をもらうときに「給料」という感
覚を理解することが難しい方が多いですが、「給料
日」というものは嬉しいと感じてくれているのでは
と思っています。中には軽度の人もいて、その人は
月500円ぐらいの給料になるのですが、その給料
を貯めて１年に１本ゲームソフトを買っています。
家に帰ったら「仕事、頑張ってきたか？」と声をか
けられ、「頑張ってきたよ」と言っているそうで、モ
チベーションを持ってくれている方もいます。ご本
人だけでなく家族の方に向けても「お世話をしても
らうためだけに来ているんじゃないんですよ。お金
を稼ぐために来ているんですよ」という意味も込め
てやっています。ちなみに今年度から施設の裏で畑
をしていますが、その水やりしているところを写真
で撮って保護者の方にお見せしています。採れた野
菜は保護者の方にお渡していて、結構喜んでもらっ
ています。

車いすの利用者が建物に入れるよう
付けられたスロープ
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普通に生きる、あたり前に
居られる場所

―IL逢坂福祉会のホームページには「普通
　　に生きる」「あたり前に居られる場所」と
　　書かれていますが、そこにはどんな思い
　　が込められていますか？
　僕は施設や施設従業者はエンターテイナーじゃ
なくてもいい、特別を提供しなくてもいいと思って
います。テーマパークに行ったら、スタッフが非日
常を演出していますよね。病院も非日常だと思うの
ですが、そういうところとは対照のところにしたい
と思っています。特別なことをするわけでもなく、

「普通に来て、普通に帰る」といったような何気な
い毎日をちゃんと作っていくこと、それは意識しな
いと難しいことだと思います。「今日は別にいいこ
とがあった」「悲しいことがなかった」「嫌な気がし
なかった」とか何気ない普通を良しとする。そんな

「普通」が100点なんだという感覚が大事だと思っ
ています。「普通」は真ん中ぐらいに思われている
と思いますが、僕の中では結構上なんです。何もな
い日が本当にすごく大事かなと思います。

―その人が望む「普通の暮らし」「何でもな
　　い日」が難しい場面もありますよね。
　ここを利用していた方が入所施設に行くことに

なり、相談員さんと行き先を探し回ったことがあり
ました。県内の受け入れ先を見つけるのがなかなか
難しく、遠い県外の施設に行くことになりました。
私は保護者の方と一緒に施設まで送りに行きまし
たが、「こんな悲しい現実があって良いのだろうか、
こんな現実をなんとかしたい」という思いになった
のを覚えています。このことがきっかけになって施
設のすぐ近くにグループホーム用の土地を買いま
した。施設を利用されている方が県外に出なくてい
いように、また、滋賀県から県外に行くしかなかっ
た人たちを少しずつでも滋賀県に戻って来られる
ようにしたいと考えています。

―今後の展望を教えてください。
　僕の役割としては、近くで保護者の方が会いたい
と思ったらすぐに会える環境を作ること、みんなが
普通に生きられるような環境を作ることだと思っ
ています。それは自分のやりたいことでもあり、使
命かなと思っています。そして大津市民として小
さい頃から育ったこともあって、やっぱり大津に貢
献したいなと思っています。今、このIL逢坂福祉会
を利用している人たちがこの地域に住んでこの地
域で一生を終えるために「普通」をずっと続ける。
僕はそのための歯車の1つであり、それで十分だと
思っています。

富田賢二（とみた・けんじ）
NPO法人IL逢坂福祉会　理事長
特別養護老人ホーム、障害者入所施設、障害児支援などの経験
を経て、利用者も職員も「あたりまえに居られる場所」という理
念のもと、大津市でNPO法人IL逢坂福祉会を立ち上げる。現
在は「その人らしい普通の生活」を大切に、生活介護事業所「IL 
Garden」を運営している。

 富田さんと利用者のみなさん
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●全4回の開催概要
第1回　10月26日（木）19：00～20：00
　　　  「私と陶芸と福祉と。」
　　　   中田美穂（陶中田美穂）

第2回　11月10日（金）19：00～20：00
　　　  「障害のある人と社会の懸け橋になる」
　　　   楠田貴之（社会福祉法人さつき会 さつき作業所）

第3回　11月24日（金）19：00～20：00
　　　  「精神障害のある人に寄り添って
　　　    ～みんな笑顔で楽しく仕事をする～」
　　　   松宮貴義
　　　　 （一般社団法人水口病院 地域生活支援センターしろやま）

第4回　11月30日（木）19：00～20：30
　　　   最終回クロストーク企画
　　　  「子ども・若者たちが本当に欲しいものってなぁに？」
　　　   佐藤すみれ（NPO法人やんちゃ寺 代表）

　　　   林真帆（社会福祉法人小鳩会 小鳩乳児院）

●各回の流れ
＜第1～3回＞
19：00-19：10 イントロダクション
19:10-19：40 講師によるトーク＆インタビュー
　　　　　　　　 （聞き手：SHIGA-FUKU運営メンバー）

19：40-19：55 参加者からのコメント・質問・意見交換
19：55-20:00 クロージング

＜第４回（最終回）＞
19：00-19：10 イントロダクション
19：10-20：10 講師によるトーク＆インタビュー
　　　　　　　　 （聞き手：SHIGA-FUKU運営メンバー）

20：10-20：25 参加者からのコメント・質問・意見交換
20：25-20：30 クロージング

▶参加方法：オンライン

▶参加費：無料
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●開催趣旨とコンセプト

▶趣旨
福祉現場で働く人、また福祉に関心を持つ人
が、滋賀県内で、様々なフィールドで福祉実
践を行っている人の存在やその取り組みを
知り、「福祉実践者」としての自覚とモチベー
ションを再発見するとともに、同志とのネッ
トワークの起点となる出会いを創出する。

▶コンセプト
一方的な講義形式ではなく、双方向のコミュニケーション
コーヒー片手に広場に集まるような、リラックスした雰囲気
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「ありのまま」を受け止める「ありのまま」を受け止める
ということということ

山邊　佐藤さんと林さんと、お互いの取り組み
について、それぞれ感じたことがあればシェア
してください。

佐藤　子どもたちに必要なものというのは年齢
で変わらないんだなと感じました。きちんと受
け止めてもらって、大事にされる体験が前提に
あって初めて他者を大事にしたり、与えること
ができるという順番だということを私たちは忘
れがちです。悪いことをする子や自分を傷つけ
る子に「それをしたらだめ」と言ってしまう。そ
れは結局もっと大事にされてない体験を加えて
しまっているわけですよね。そういった行動を
してしまうその子を受け止めるっていう理解を
周りが持てているかっていうのはすごく大きい
ですよね。

林　例えば手が出てしまう子がいたとして、そ
の子に対して「だめ」と否定するのではなく「ど
うしてそういう行動に出てしまうのか」を話し

●最終回クロストーク企画レポート

11/30（木）	19：00～20：30　シガフクカレッジ第４回
最終回クロストーク企画「子ども・若者たちが本当に欲しいものってなぁに？」

心理職として活躍されているお二人に今を生きる子どもたちとどんな思いで向き合って
いるのか、たっぷり１時間お聞きしました。その対談の一部をレポートにて紹介します。

佐藤すみれ（NPO法人やんちゃ寺 代表）

林真帆（社会福祉法人小鳩会 小鳩乳児院）

聞き手：山邊まみ（社会福祉法人グロー地域共生部）

たり、振り返る時間を作るようにしています。大
人とのやりとりの中で大事にされる経験や寄り
添ってもらう経験というのが大事だと思います。

佐藤　心理職として働いているとその視点を
持って関わることができるんですが、社会では
まだまだそうではない場面が多いと感じていま
す。大人から見て、どうしてそんな悪循環にな
ることをしてしまうのかと思っても、頭ごなし
に「やめなさい」と伝えるんじゃなくて、何が欲
しくてその行動をしているのか、良い方向に行
くには本質的にどうしたら良いかを一緒に寄り
添って考えるっていうのが大事ですね。

山邊　何をしていてもあなたはあなたなんだよ、
大事な存在なんだよという意味で「否定しない
ことが大事」とのことですが、実際に子どもた
ちと関わっていて、「受け止めたいけど……」と
ジレンマを感じることってありますか？

佐藤　かなりあります。本当に日々自分の足り
なさを感じていてその連続です。例えば売春の
ようなことをすることで、他人に大事にされて
いると感じ、自分の価値を見出している子がい
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るとします。その子が欲しいものは誰かに求め
られる経験というのは理解できるんですが、そ
の子を大事に思っているからこそ複雑な気持ち
になります。でもそれはそのまま「私は◯◯の
ことをすごく大事に思っているから、心から応
援できない自分がいる」と伝えます。

林　こんな風に言ってもらえたら、大人側も葛
藤もあるけど、本気で向き合ってくれているん
だと感じてくれるんじゃないかなと思います。

佐藤　その子を受け止めるというときに、「無
条件に」というのが大事です。その子が何か良
いことをしているから、大人の思う「良い子像」
に当てはまってるからではなく、何をしていて
も何かをしていなくてもあなたのことは大事に
思っているというのがとにかく伝えられたらい
いなと思います。

心理職として大切にしていること、心理職として大切にしていること、
これからこれから

山邊　子どもたちを支援する上で「見立て」と

いうのが重要なキーワードかと思います。お二
人はどんなことを大切にしていますか？

佐藤　本人の主訴が何なのかをブレずに捉える
ことが大事だと思います。「困りごと」が親の主
訴になっていたり、学校の主訴になっていたり
することがよくあるので、見立てるときに本人
は何に困っていて、どうなりたいのかという本
人の主訴をきちんと捉えることが大事です。そ
うすると「この子の行動はこういう理由からか
な」という予想が多少外れていたとしても、周
りのサポートすべき内容が外れることは少ない
と思います。そしてその予想、見立てを常に修
正し続けるという感性を持つことも大事だと思
います。

林　大人から見て「困ったな」という風に思う
子は「その子が一番困っている」ということを
頭に入れるようにしていて、その子自身がどう
表現したらいいかわからなくてきっと困ってい
るんだろうなと考えるようにしています。もち
ろん大人からの支援の中身を考えることも大
事ですが、「どうしてこういう行動をするのか」
を他の職員さんと一緒に考えることを大事にし
ています。子どもたちと関わっていると言葉は

シガフクカレッジ第4回の様子
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コミュニケーションの一部でしかないと気づか
されることが多く、しぐさや声の大きさ、ジェ
スチャーなど、いろいろな非言語的な発信もコ
ミュニケーションの大事な要素で、そこも見逃
さずにキャッチすることを意識するようにして
います。

山邊　実際に関わるときには他の支援者とも連
携が大切になってくるかと思うのですが、心理
職としての立ち位置で心掛けていることはあり
ますか？

佐藤　実際には、支援する人がその対象者さん
に寄り添えるようにサポートすることを心掛け
るかなと思います。決めつけや、あてはめを私
が与えるのではなく、一緒に考えるような投げ
かけをしてみる。答えはないですが、支援する
人が寄り添って理解しようというマインドにな
れるように寄り添うお手伝いをすることが大切
だと思います。

林　本当にその通りで、私も心理職の言うこと
が必ずしも正しいわけではないという姿勢でい
ます。子どもたちの支援をメインでしている担
当の職員さんが子どもたちをどう見るか、私も
子どもたちと関わりながら一緒に考えていくこ
とが大事だと思っています。

山邊　今後の展望はありますか？

佐藤　私が思い描くビジョンというのは、やん
ちゃ寺が大きくなること、やんちゃ寺が増える
ことではなく、選択肢が多様になることです。
もっと子どもたちが行ける居場所とか出会える
人間関係や体験が多様に準備されている社会に
なることが今後、作っていきたい展開であり、私

たちの使命かなと思っています。

林　心理職としても働き始めたばかりで悩みな
がらですが、自分や大人が関わることで、自分で
自分を大切にできるような子どもたちが増えて
くれたらいいなと思っています。特に関わって
いる子どもたちを見ていると、まずは誰かに自
分を大切にしてもらう経験がこの時期にどれだ
けあったかで全然違うんだろうなと思うので、
大人たちがどんな関わりを持てば、子どもたち
が自分で自分を大切にできる人になれるんだろ
うかというのが今後、心理職として働く上での
テーマであり、大きな目標かなと思います。

佐藤すみれ	（さとう・すみれ）
NPO法人やんちゃ寺代表
臨床心理士・公認心理師・認定心理士。
行政職員や海外での勤務経験な
ど様々なフィールドで活躍。 現在
は10代の子どもたち、特に「やん
ちゃ」といわれる子たちに寄り添
い、 共感することを大切に「あり
のままを受け入れてもらえる場所」
としてやんちゃ寺を運営。

林真帆	（はやし・まほ）
社会福祉法人小鳩会 小鳩乳児院
臨床心理士、公認心理師。
学生時代から子どもたちとの関わ
りを通して児童分野の心理職とし
て働くことを目指す。小学生の時
に滋賀県で暮らした経験から人と
のつながりに魅力を感じ、滋賀県
の小鳩乳児院に入職。現在、滋賀県
ライフを楽しんでいる。

登壇者紹介
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まとめまとめ

　私たちは「ちょっとそこまで、コーヒーを飲みに行こう」と思ったとき、馴染みのある
お店を思い浮かべたり、スマートフォンで「近くのカフェ」と調べて、さらに口コミや評
価を見てお店を選んだり……。この「選ぶ」という行為に手間や抵抗を感じることは少
ないのではないでしょうか。しかし、障害のある人や生きづらさを抱える人が「ちょっ
とそこまでコーヒーを飲みに行こう」と思ったときはどうでしょうか。「支援者に相談
をして、入れそうなお店を探して、日程調整をして、送迎の調整をして……」といくつ
もの行程をクリアする必要があります。「ちょっとそこまでコーヒーを飲みに行こう」
の「ちょっとそこまで」が果てしない道のりに感じてしまう、「選ぶ」ことが難しい現状
は決してアクセシビリティが高いとは言えません。

　私たちが目指すアクセシビリティとは、やりたいことが抵抗なくスムーズにできる
ことです。そのためには地域や地域住民が、生きづらさを抱える人たちとともに暮ら
しているという認識を持ち、理解していることが必要であり、私たちはこれまで様々な
取り組みを通してその方法について研究し、模索してきました。

　今年度の取り組みに参加した学生から「『盲ろうの人がいたらどうだろうか』と考え
を巡らせる機会が増えた」といった感想がありました。それは、様々な人たちがお互い
に「関わりあうこと」で、それぞれが自ら考え、アクセシビリティの視点を持つことが
できることを教えてくれるものでした。そして、取り組みを続けていくことが誰もが
暮らしやすい社会につながることを改めて感じさせてくれたように思います。

　これからも、今年度の取り組みから見えてきた「関わりあう」という視点を大切にし
ながら、どんな人も「ちょっとそこまで」が本当に「ちょっとそこまで」になる社会を目
指して取り組みを続けていきます。


